
メッセージ チーム医療の一員として、視点の共有が行えると良いと思います。

参考図書
〔参考図書〕

姿勢から介入する摂食嚥下　脳卒中患者のリハビリテーション（メジカルビュー
社）

履修上の ワークシートの提出をもって評価を行うので、遅刻・欠席のないよう生活管理に努めてくださ
い。留 意 点

教 科 書
〔教科書〕 理学療法概説［第7版補訂］（医歯薬出版株式会社）

第 15 回 特別支援教育について 〔古田〕

評価方法 ワークシート（100％）で評価を行う。

第 13 回 聴覚障害と理学療法 〔水谷〕

第 14 回 オーラルフレイルと理学療法 〔落合〕

第 11 回 失語症と理学療法 〔水谷〕

第 12 回 神経筋疾患とコミュニケーション 〔沖田〕

第 9 回 嚥下障害と電気刺激療法 〔落合〕

第 10 回 構音障害と理学療法 〔水谷〕

第 7 回 嚥下障害と呼吸機能 〔沖田〕

第 8 回 嚥下障害と運動療法 〔水谷〕

第 5 回 理学療法の対象となる疾病と障害 〔水谷〕

第 6 回 嚥下障害と理学療法 〔水谷〕

第 3 回 理学療法士の活動領域 〔水谷〕

第 4 回 医療者に求められる資質 〔水谷〕

第 2 回 理学療法とは 〔落合〕

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

・理学療法士について学んでいく。
・理学療法について学んでいく。
・言語聴覚士の関わる領域における理学療法士の役割について学んでいく。
・チーム医療における共通言語について学んでいく。
・様々な領域における言語聴覚士の可能性について考えていく。

〔学習目標〕

・理学療法士の役割について説明できる。
・理学療法の手段について説明できる。
・理学療法士と言語聴覚士での共通の対象となる疾病・障害について、理学療法の介入のポイ
ントを説明できる。
・各授業で提示した学習目標を達成することができる。

授業回数 授業内容

第 1 回 理学療法士とは 〔落合〕

30時間

〖言語聴覚学科〗 基礎分野

授業科目名 理学療法概論 授業形態 講義 配当学期 1年（前期）

担当教員名 水谷貴佐　落合慶之　沖田任弘　古田文 単位数 1単位 時間数


